【塩野門之助】（嘉永６年［１８５３］－昭和８年［１９３３］）

　明治７年、フランス人鉱山技師ルイ・ラロックの通訳として広瀬に請われ、
外務省から住友に入社する。
　製錬技術に興味を持った塩野は明治１０年から５年にわたりフランス留学。
帰国後、惣開製錬所建設を命ぜられる。
　また買鉱製錬も可能な中央製錬所構想を打ち出すが新居浜築港も含むこの案は
広瀬に受け入れられず、惣開製錬所の施工方針を残して明治２０年住友を辞職する。
　その後、明治２８年に伊庭によって別子に呼び戻され、別子鉱山の初代設計部長に就任する。
　伊庭が提唱した四阪島製錬所の設計にあたり、数十日にわたり日の暮れるのも忘れて
島端の丘に腰をおろし風向きの観察をしたエピソードは四阪島の「日暮地区」として
地名の由来になっている。
　明治３８年、四阪島製錬所の竣工とともに住友を辞職。
【鈴木馬左也】（文久元年［１８６１］－大正１１年［１９２２］）
　明治２９年内務省から住友に入社。
　明治３２年別子鉱業所支配人となる。
　同年８月の風水害により尊い生命が失われ、また施設のほとんどは壊滅的打撃を受けたが、
その原因は山林の濫伐にあったとし、伊庭の植林事業を更に押し進め、北海道から宮崎、
また朝鮮に至るまで植林を行った。
　また明治３８年からの四阪島製錬所の操業は、その思惑に反して煙害を広める結果になっていた。
　明治42年、農民代表との協議会において馬左也は、「除害設備は少しも厭う所にあらずして、
たとえ煙害に対する損害を弁償する額以上をも支出して施設する覚悟である。」と、
煙害の抜本的解決に取り組んだ。
その志は、昭和１４年脱硫中和工場の完成で達成された。
　明治３７年３代目の住友総理事に就任した馬左也は、明治４４年住友電線製造所
（現　住友電工）を設立、大正２年には住友肥料製造所（現　住友化学）を設立、
大正８年には大阪北港（現　住友商事）を設立するなど現在に続く事業を興した。
　大正１０年、住友総本店を、資本金1億5000万円の住友合資会社に改組。
　「事業は人なり。」と常々語り、住友の内外から有能な人物を発掘し、これを重用した。
